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第七次看護職員需給見通し策定方針
及び調査票①
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胆 J刺
第七次看護職員需給見通 し策定方針
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(4)需要数の推11‐方法
① 看護職員の需要数を施設ごとに推計する。
② 各施設における看護の質の向上や勤務環境の改善などを見込む。 (なお、平成
22年に施行される保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する
法律の改正についても留意する。)

※ 短時間正規雇用職員及び非常勤職員については、需給見通 しの策定に当た り、
所定労働時間を基に常勤換算する。

※ 常勤換算については、就業時間を各施設の週の所定労lllll時間で除 して算出す る。
なお、常勤換算方法の具体例については調査票に記載する。

※ 各都道府県において需要数を積み上げて推計する場合に、未提醒・未記入施設
や抽出調査の推計に当たつては、提出・記入のあった全施設や抽出調査のあった

全施設を積み上げた計数の伸び率を勘案 して推計する。

(5)供給数の推計方法
平成 23年から平成 27年の供給数は、欄

`道
府県が推計するものとする。

なお、算定の考え方は次のとお りとする。

年 当初 就 業者 数 十新 卒就 業者 数 卜再就業 者数 ―退職 等 に よ る減 少 数

※ 常勤及び非常勤の実人員を把握する。また、同様に、短時 1飼 1正規雇用職員及び
非常勤職員については、■:給 見通 しの策定に当たり、所定労1助時間を基に常勤

換算する。

※  「年当初就業者数」は、本実態調査の就業者数 (6/1現在 )、 同年実施の医
療監視又は県で把握 している従 J「者放とするじ

※  「新卒就業者数」は、り:t内新卒に県外からの新卒転入者数を加え_た数とする。
県内新卒 :卒業見込数に県内就職率を乗 じた数

新卒1伝入者 :年当初就業者数に新卒転入者率を乗じた数

※  「再就業者数」は、年当初就業者数に再就業率を乗じた数 とする。
再就業率 :本実態調査の再就業者の実績又は各都道府県ナースセンターーの就

I設率

※ 退職者数は、年当初就業者数に退職者率を乗じた数とする。
退職者率 :本実態調査の退職者の実績

(6)見通 し期間
平成 23年から平成 27年までとする (5年間)。

(7)都道府県の需給見通し結果報告期限
平成 21年 9月 から、各都道府県において調査に清手し、調査票の「]基本情報」、



「2.就 業状況」、「3 今後の看護職員配置計画」にっぃては平成 22年 2月 15日 ま
でに集計 の上、需給見通 しを作成 し、厚生労働省に提出す る。調査票の「4.春護職員
確保 に関す る情報」については平成 22年 3月 末 日までに集計の うえ、厚生労働省に提
出す る。

3 各都道府 県の調査方法
(1)実 態調査 の実施方法
各 調 占対
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(2)施設毎の推計の考え方
① 病 院
現状及び以下の病床数や各部門の事由を考慮 し推計する。

ア 病床数
・ 病床過剰地域については、増床 しないことを基本 とする。

・ 病床非遇 X‐ll地域については、基準病床の範囲内において、具体的に整備の計画

がされているものを基本 とする。

・ 医療計画や医療費適正化計画等の改正や見直 しについては、把握 している限 り

においてその整合性を配慮する。

イ 各部門等
・ 病棟部門

医療の高度化や在院 日数の短縮化等を踏まえた看護体制 (施設基準)を考慮す
る。

産科 。産婦人科病棟においては、分娩件数、産前・産後のケア、育児不安への

対応等を考慮する。

院内助産所の設ri及 び助産師の配置を考慮する.

・ 外来部門

医療ニーズの高い外来患者や 日帰 り手術の増加などを考慮する。

助産師外来の設置及び助産師の配置を考慮する。

・・病院管理 。
'針
護管理部門

病床規模に応 じた lF任の リスクマネジャーや地域医療連携のための担当者、

労務管理・研修企画などのマネジメン ト機能の強化など4・ 考慮する。

・ 訪間看護部門

在宅ケアの推進を考慮する。
,そ の他
研修体制の充実 。見直 し等

② 診療所
ア 有床診療所
現状及び今後の動向を踏まえて推計する。

特に、産科診療所においては、分娩件数、産前・産後のケアを考慮する。

イ 無床診療所
現状及び今後の動向を踏まえて推計するの

③ 助産所
現状及び今後の動 1向 を踏まえて推計する.



④  訪問看護ステーション
医療ニーズの高い在宅療養者の増加等今後の需要状況を踏まえて推計する。
介護予防における医療と介護のittJtな ど介:11保β;1事業支援計画の見直 し等について
は、把握 している限りにおいてその整合性を配慮する.

0 介誰保険関係 (訪問看i=ス テーションをF金 く )
,fに護予防における医庁と介:|の iJ:携な lゴ介誰 ll陸事 業■授計画の見直し等について
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就業状況調査結果を考慮する。

(2)再就業者数

実態調査及びナースバンク、職業安定所 (ハローワーク)等を通じて把握 した再就

業者数の現状及び今後σ)動向を踏まえて推計する。

(3)退職等による減少数

退職、他の都道府県への移動等による減少を踏まえて推計する。

ｎ
Ｕ



F第七次看護職員需給見通しJ策 のための実態調査

の実施にあたってのご協 につしヽて

〇本調査は、厚生労 llJl省 において策定する「第七次看言1lit員 需給見通 し」の基
礎となる、都道府県における需給見通 しを把握するための 11米Jと なるものてす。

○調青票記入に当たっては、「軍J七次イi:(1lt il ll:綸見通 し策定方手IJを踏まえ、
調 iヽ::「 の記入 ,I領をご参照いただき41が ら、各方(1言サの判断の下、記入 な」じ願ぃ
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―
り
~.

〇本調 :1午のデータ及ひttt」性について、「第七次 ′i1111ltil i∴ i総見 )重 し」策定及び今
後の ri言

“

|‖it i l徹 iril対
‐
策以夕1、θ)目 的に使用すること|ま ござぃ■せん。また、調青

;ギ tθ,11111晨 1メ l111に ついては万1夕 !|〕 にIlν り,い、 ィ岡月Jθ)名 称を公 :太 り´ることliナ こ゛さ
｀
ぃ111

せん `,ブ=だ
し、 統吉J粕勺なII文 り」:と y)糸吉‖1に ついて lj〔、 LL生労 11カ省に 1浸告‐・り・́う|ま

か、公表り る́ことがあ 17Jま す。

定

　

ヵ

O rlメi llti tの il:1給 見in tン は、

り、 皆イ||に お /」 オヽしJ〔 しては、
力をお‖暉いいたします.,

||:`11敗 ,たの方向 /1‐考える上
‐
ぃ|1要な |:|:確

`|11て

1/D

`J‖
青の1‖ !卜iを ごJJ解いたたぃた上、足非ともご協



調査票① (病院 (指定介護療養型医療施設を含む。))

1 基本情報
以下については、平成21年 6月 1日 現在て記入してください .

(1)電設の名称について、都運府県知事の許可を受けている名称を記入してください.

設   名

(2)貴施設の住所について市町村名から記入してください。

所

(3)貴施設の設置主体は次のうちどれですか ,
0 国 ② 独立行政治人 ③ 日立大学法人 O =方 自浩体 ③ その

`t公
的 (日赤、済生金、軍生連 1し湾菫社圭=奥番書

)

C 大学医学誌陽眠毎現 (日立大学法人をはく
' 0 
社曇福祉法人 O at全保波躍係6体 (全堂社

=姜
及凛
==合
多、こ生年奎事異凛聾口を含む.

◎ 公蓋法人 ⑩ こ僚法人 ⑪ 宇検,i人 (六事E事部爾属暑院を峰く, lF●l =式去社 0 二人 0 そのt

(4)病床の建摯毎の病床な、入院・外来患者跛
・ 病スのこ31ご とに病床数を記入してください。
・  「雲景」「精神」に指定介邑a姜型医療

=設
がある場合に1よ、その病員数を再豊で記入してください,

・ 入院ユび外来3着強は平成21年 6月 における1日 平均入院患者菫及び外栞患者まを記入してください。
(■● 薇 人

'

内容等の問い合わせ

IEし                   、 FAX

担当者名

言 ス II =リ ―   崚‐
FR 養

綺 t'ヨ
● ■ =
●悛
=`ll

精   神

購 篭   撼 悪 彙 書

計

一
一
一

一

一

一満 床 数
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tr=e€'n>/"' 1/ / / /
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(3)採用の状況

・ 平成20年の採用の状況につしヽて、下記の曇により、どの婁籍について摂
=し
たか各区分に

=入
してください。

‐ 複数免許を有する場合は、案燎に行っているミ轟に最も口係する資格日に記入してください。従って、傷えば、助こ師と者証師の免許を所有していても
う菫業務を行つている理合は「看証5」 書に記入することとなります。

‐ 人壁は実人員で記入して下さい .

(■位 人 |

(4)退
=者
のま 況

・  平咸 20年の■ 島
=員
の退 磁書 菫 を記 入 して くだ さい。また 、その うち新卒ヨ 員の退鑑者 鍍を記入 して くだ さい。

合 計     |  うち話卒量員 (再書〕

常 勁 ミ 員 の 退 ミ 者 露

新卒 (眠卒で免許取織後 l年未藤の言を む ) 銚=以外 (再襲ミ番=)

驚 I「 うち通嘲 on正浸足
用 (再掲)

ヨト奪動
=計 =ユ うち短時間正規足

用 (再褐 )

:ヽな勤 合計

長   t  薦

助 産 断

看   E  ま

造

`鎮
:う

計
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異人員 常勤換r●

合計 (① +◎ )

(再議)論置
"ヒ
(o+③ )

(2)平成23年から平成27年の看盪巨員配置計画について、以下の表に人喪を記入してください。
・ 上記「3-(1)」 の書要人員数をもとに、各年ごとに、今後必要な看こ轟員

=を
見込んで、実人員及び宮勤i算の人数を算定してください。

・ 平蔵27三の署護量員の監値 (異人員.■動演算)は、「3-(¬ )](c二 )の合計菫 (婁人員、常所長二)と 同じになります。
・ 各年ごとの霊置計画が未確定の場合は、「3-(1)」 (B表 )の書喜人員の増五数を島等に、「3-(1)」 (A長 )の平成21年 6月 1日現在
の人員数に加えて

=入
してください。

(■ 悛  人
'

C 手晟 27==舞 この書要 人 員監                    (■ 逮 人)

婁人員

平虚23年       |~ ~~   平成24年

1  驚勤換工   1   莫人 員   1  毎勤捜更

・    =成 25年

1   薬人■   |  =菫 演算

看 還 温 員

詢 EE・ (再 掲 |

|

==27三
:こ ま 上記C曇の合計 、⑬

==27年
に 1ま  上記C長の合計 i゙

看 ニ ミ ■

勤還麟 (再 i3)
'類
を転 :こ してください ,

再掲 訪遺露な|を 転記してくたさい .

看重電員確保に関する情報

(1)平建20年の■勁E員退
=号
について、主な退ミ理由の上位3つをアの曇に記入してください く上位から順に①、②、0と記入してください).

また、覇卒
=員
に■有の退瞳理由の上位3つをイの表に記入してください (上位から贖にO、 ②.③と記入してください)。

ア 常動退ミ 書の三 な運ミ理由の上位 3つ

七こ 可児 露治済出が長い・超ミ
=凄
が多t

ホ量がとれない

●人の望晨間艶 1名与に不法

繁縞のは康‐介
=燿
コ 三動の A担が大きL

L‐居 責任の工さ 磁亜革裁への不安

進宇 キヤリアアップの崚金がな

三分欝 (者蟻 以外 )への奥蘇 その他

人牌蹟係

※「 その tJに 記 入 した培合 には 、下記に長伝 的な内害 を記入 して くだ さい。

〔 〕
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(3)看ユニ員の再就量に対する取り組み状況

再韓この晉ミミ員のこ長について効果をあlデている取ミを上位から順に3つ記入してください (上位から順にO、 ②、③と記入してください)

再まミのための研湊 み奮プログラムの充婁 本人広告を している

冒
象ミのモ護ミ員の饉日のサポート了できてぃ II団≧場合 を開tし ている

旧談てきる慧口がある 退議番を訪銹 している

カースバンクに本人をだしてぃる つヽても見学.掲獣ができるようにしている
こ菜安定所 (ハローヮーク)に求人をだしている その地

※「そのセ」に記入した場合には、下記に具体的な内容を記入してください

〕
4)専門看ユ面・望定看盪師の今後のこ置計置について
豊在の配置状況及び今後 (平成27年まで)の増員予定について、0を付してください

現在の配こ状況 (平晨21年 6月 1日 ■■ , 今後 (平■27年 まで)の増員予定

=門 石 越 蟹 あ り な し あ り 摯ヽ

isE6rE::l h, i "t あ り な し

(5)看饉壼員の定着長追に関し、行政へのご意見・ ご要望等がございましたら、ご自由にご記入下さい

〔
詞二
=は
これ で終ゎ りです。 お忙 しいなか ご協 力あ りが と うご ざいま した。

〕

∞




